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ばたふらい・えふぇくと！
吉田　幸大
京都芸術大学　文芸表現学科


───────────────────────
  


第２話


　夏ごろになってくると、最終授業が終わっても外はまだ昼のように明るい。雲一つない真っ青な空、あと２時間は茜色に染まることもないだろう。これから外に繰り出すには絶好のコンディションだ。しかし、そんなことを考える人物はこの教室にはいない。今日は期末テスト前日、明日に備えてこれから最後の追い込みをかける生徒たちにそれ以外の事を考える余裕は、
「ねーキョーちゃん、ゲーセンいこーよ！」
あるようだ。智海は京極に飛びつきながらそう言った。
「あんた、そんなことする暇あんの？」
　京極の言はもっともだ、智海は前回の中間でも赤点ぎりぎりの得点をたたき出して「このままでは留年する」とくぎを刺されていた。
「新しい筐体が入ったんだって、稼働初日ならやってる人も少ないだろうし、ハイスコア楽しょーだよきっと！」
「だ・か・ら、そんなことしてる暇があるならテストの予想問題でも解きなよ」
「へ？」
「この前渡したでしょ。……まさか」
京極の眉間にしわが寄る。この阿呆はせっかく作ってやった問題集に手を付けてすらいないのか、と言いたげだ。
「や、やってるよ、やってる！ うん、大丈夫……ホントだって！」
「ほんとに？」
「もちろん！ そ、それにゲーセンだって願掛けに行くだけで長居するつもりはないし。１位取れたらすぐ帰るもん。」
　智海はこのとーり！ と両手を合わせて自分の頭にこすりつけた。
「マジだな、信じるぞ！」

「で、この時間か」
京極はあきれ果てた目で智海を見た。快晴の空はすでに満天の星空に変わっていた、といっても街明かりに照らされてその星のほとんどは目には映らない。結局目当ての新筐体はやり込みプレイヤーたちにこれでもかというほど遊びつくされており、智海にはハイスコアを上書きすることはできなかった。
「あと１Ｆ、あと１Ｆ入力が早かったら……私がトップだったのに……」
「その努力をテスト勉強に向けてほしいんだけど、あたしとしては」
「……帰ったらちゃんとやるよ、うん。留年したら目も当てられないし」
　二人はそんなことを話しながら家に向かって歩き出した。





「はぁ、いいお湯でしたぁ」
アルヴァが智海の部屋の扉を開けると、智海がベットに顔をうずめて突っ伏していた。ブラウスとパンツだけの状態で突き刺さっている姿はとてもシュールだった。風呂に降りた時にはいなかったので、その間に帰ってきたのだろう。智海の状態は常にチェックしているがアルヴァ自身が智海をモニタリングしていることは有事を除いてほとんどない。常に誰かに見られているとやりたいこともできないだろう、というアルヴァなりの智海への配慮だ。
「おかえりなさい、トモミさん。今日はなにがあったんですか？」
　確かテストがどうとか言っていたなぁ、そんなことを思いながらアルヴァはふにっと笑いかけた。
「で、けっきょく寝落ちしちゃったんですか」
　アルヴァは艶やかな桃色の髪をゆらしてベッドの端に腰かけた。ゲームセンターから帰ってきた後、智海は一夜漬けもせずにそのまま寝てしまったのだ。
「それで、テスト中も寝ちゃったと」
「……」
　それでもまだ休憩時間中にでも参考書に目を通していればまだよかったかもしれない、だが智海は猛烈な眠気に負けてそのまま眠ってしまった。
「もうキョーちゃんに合わせる顔がないよ～！」
「お友達から問題集はもらってたんですよね、やらなかったんですか？」
　それらしき冊子は智海の鞄の中に入っていた。そこには何度も書き直した跡があり、理解できるまで解きなおしたのだろうと一目で分かった。
「じゃあなんで…」
「多分、昨日願掛けにゲーセン行ったので全部頭からふっとんじゃって……」
「それ、完全に裏目になってるじゃないですかぁ。」
　アルヴァはあきれたようにつぶやいた。智海が枕から顔をあげてアルヴァをキッとにらみつける。泣き腫らしたのだろうか、目が真っ赤だ。
「……てよ」
「はい？」
「何とかしてよー！」
「うわっ、わわっ」
智海はアルヴァの腰に飛びついた。アルヴァはびっくりしたのととびかかられた勢いに負けてそのままベットに倒れ込んだ。
「ワタシには、かんけー、ない、です、よぉ！」
アルヴァはすぐに起き上がると智海の顔に両のひらを押し当てて無理やり引っぺがした。智海はその場に崩れ落ち、恨めしそうな視線だけアルヴァに向ける。
「はくじょーものぉ……」
「あのですねぇ、トモミさん。ワタシは別にお世話用の猫型ロボットでも、未来において抵抗軍の指導者の母親になるあなたの抹殺を止めに来たとかでもないんです。歴史が事象発生前の状態を維持できるように修正しに来たのであって、お仕事しに来たのであってトモミさんをお助けするためにきたわけじゃありませんからね」
　運命監督員の仕事はあくまでも運命の保全と修正だ。それを逸脱する行為、みだりに歴史を書き換える行為は混沌を招き、結果的に人類を破滅へと導く行為であるとして厳重に禁止されている。たしかに、アルヴァの持つ【タイムコントローラ】なら智海を昨日へと戻すことはできるが、その理由が「テストの得点を上げるため」では認められるはずがないだろう。
「それに、けっきょく勉強をしなかったのはトモミさんじゃないですか。そのせいで赤点を取っちゃうなら、それは仕方ないんじゃないですか？」
「え、私赤点とっちゃうの？」
　智海は顔をガバッとあげてアルヴァを見た。アルヴァはしまった、という顔をして目をそらす。
「……し、知らないですぅ！」
「ちょ、何その間⁉ 知ってたんでしょっ！」
「いや、ホントに知らないんですってばぁ！」
智海がアルヴァの肩をつかんで揺らしていると、そのままバランスを崩して倒れ込んでしまった。アルヴァの湯上りでまだポカポカと温かい体に、智海の汗だくの冷たい体が絡み合う。アルヴァはせっかく体を洗ったのに汗にまみれるのはごめんだと智海を足で蹴り飛ばし、脇腹をしこたまけられた智海はさらにアルヴァにつかみかかった。つまり端的に言うと、二人はもみくちゃになった。
「うぅ～」
　智海はギュウッと枕を抱きしめた。アルヴァはぐちゃぐちゃになった髪を指で梳かしながらまったくもぅ、とつぶやいた。ベットシーツもぐちゃぐちゃだ。
「……起こってしまったことは仕方がないですけど、ちゃんとお勉強がんばるならお手伝いしてあげてもいいですよ？」
「お手伝い？」
　智海に向き直ると、アルヴァはどこからともなくオモチャの銃のようなものを取り出した。
「これは【時間銃】といって、特定のだれかの時間をまわりよりも速くしたり遅くしたりする装置です。こうやって」
アルヴァは片目をつぶり、腕をまっすぐにして薄く開かれた扉に銃口を向けた。智海もつられて扉の方を見る。するとそこには暗闇の中ぼぅっと立つ影のようなものが……
「ひぇッ！」
「わひゃッ⁉」
　ポシュッという音がして青白い光が銃口から飛び出した。光はとてもゆったりと一直線に飛んでいく。扉が開くとそこには智海の母がいた。
「智海お風呂…あら？　お邪魔しちゃったかし――」
青白い光が当たり、一瞬ひときわ大きくなったかと思うと、母はその場にビタッと止まって動かなくなった。
「ママ！　……なんだぁ、びっくりした―。……あれ？」
「……」
　母は返事を返さない。智海がいくら声をかけても何の反応も示さない。触ってみると体が石のように固くなっていた。
「……体を、石みたいに固くする装置？」
「さっき何聞いてたんですか⁉」
　アルヴァは銃の目盛りをいじくると、もう一度銃を撃った。すると、また青白い光が飛んでいって母にあたった。
「――ら？」
「これは基本、こんなふうに拘束用に使いますが、ここを反対にすると行動の加速ができるんですよ。なのでこれを使えば明日までの時間をおもいっきり伸ばすことができます。これでめちゃくちゃ復習できますよ！」
　智海はおぉ！ と小さく拍手をした。
「それでママはどうしたの？」
「あ、お風呂呼びに来たのよ。それで晩御飯は何がいいかなと思って」
「そうなんだ、じゃあ」
「でも今日はお赤飯買ってきた方がよさそうね」
「へ？」
「着衣の乱れと火照った身体、ベットもあんなだし……。智海も大きくなったわねぇ」
母の視線に合わせて周囲を見る。脱ぎ散らかされたブレザーやスカート、ベッドシーツはしわくちゃ、智海は汗だくアルヴァは顔を火照らせて、二人とも髪を振り乱して肩で息をしている。もっと言えば、二人の服はいい具合にはだけている。
「ち、ちが」
　智海がそう言ったころには階段からドタドタという音が聞こえてきていた。
「え、トモミさん初潮ですか？ ……遅くないですか？」
「ち・が・う！アルヴァのせいでしょもー！」
　智海はほおをプクーと膨らませてアルヴァをにらむ。数秒間見つめあった後、智海は笑いだした。
「ぶッ、あははははっ、っふ、ひひひ」
「と、トモミさん？」
「……あー、笑ったら元気出てきちゃった。一回の失敗にめそめそしてるなんて私らしくないよね！ ありがとねアルヴァ」
「はぁ」
「そうと決まれば、明日のテストに向けて勉強しないと」
「でしたら、お部屋の片づけと準備しておきますね」
　アルヴァが自慢げに【時間銃】をくるくると回して見せると、智海はそれを遮るように手をかざした。
「ありがたいけど、それはいらないかな」
「どうしてですか？」
「やっぱ、自分の力で何とかしなきゃダメじゃん。せっかくキョーちゃんにここまでしてもらったわけだし、ズルしなくても頑張れるところを見せないと」
呆気に取られているアルヴァに、智海は京極の作った問題集をひらひらとさせながらそう言った。
「そうですかぁ、……トモミさんも成長しましたねぇ」
「しみじみ言うな！ とりあえずお風呂入ってくるから、部屋の片づけよろしくね」
「え、自分の力で何とかするんじゃないんですか？」
「そ、それとこれとは話が別！ それに掃除なんてして脱線しちゃったら勉強に戻ってこれなくなっちゃうもん、だからお願いねー！」
アルヴァの返事を聞く前に智海は下に降りてしまった。かすかに「ママー、誤解だよ～」という声が階下から聞こえる。人の話を聞かないところはそっくりだなぁと思いながらアルヴァは手元の【時間銃】を見つめた。
「あれぇ、おかしいですね？」
　【時間銃】は弾丸に注入する薬剤を調節することで効果時間を設定できる。デフォルトでは７時間に設定されていて、今回使用した二発分では一発目が７時間、それを相殺した二発目が６時間59分の合計13時間59分が消費されているはずだ。しかし、現在の消費量は20時間59分。つまり、この銃はさっきの二回以外にさらにもう一発撃たれているということだ。
そういえば、今日智海は猛烈な眠気に襲われて休憩時間中も寝てしまったと言っていた。だが普通一晩寝ておいて睡魔に抗えなくなるほど眠くなるということはあり得ないし、智海には睡眠障害もなくまたそういった運命の発生も観測されていない。あれ、ワタシ昨日は何をしていたっけ？
「昨日は、たしか、ママさんに誘われて晩酌をして…でもその先の覚えが……」
　お酒なんて興味本位で飲むんじゃなかったと思いながら、何気なく簡易端末で昨日の深夜の智海を映し出す。すると……
「と、止まってる」
　映像の智海はパントマイムのようにピタッと静止していた。
「……あっ」
　ワタシのせいだ、そうアルヴァは確信して頭を抱えた。だってこの【時間銃】は生体認証で動くのでアルヴァ以外扱えないし、この時代にはアルヴァ以外に【時間銃】を持っている人間はいない。簡易端末には、ちょうど７時間ピクリとも動かない智海の早送り映像が再生されていた。
「スカート忘れてた！」
「うあひゃぁぁぁぁぁぁッ⁉」
扉が勢いよく開いて智海が飛び込んできた。アルヴァはびっくりしてそばにあった簡易端末を思いっきりベッドの下に、フリスビーの要領で投げ飛ばした。智海にはバレなかったが、端末はベッドの下で確実に物言わぬガラス片と化しているだろう。
「どうしたの？」
「いいいいいいや、な、なななんでもないですよ⁉」
「ふーん、そっか」
　明らかにアルヴァは挙動不審だったが、智海は気に留めていないようだった。さっさとスカートを拾い上げると部屋を出ようとする。
「ま、待ってくださいトモミさん！」
「？」
　智海は首をかしげてアルヴァを見る。
「や、やっぱりこれ使いません？」
　アルヴァは冷や汗をだらだらと流しながら時間銃を智海に見せた。あれだけ上から目線で冷たくあしらった手前、「自分が諸悪の根源だ」と打ち明けることができなかったようだ。
「ね、ね？」
　アルヴァはすがるように智海に語り掛ける。智海はしばらく腕を組んで考えるそぶりを見せた後、ニッコリ笑顔でアルヴァに詰め寄り、
「い・ら・な・い♪」
と突き放すように言った。絶望に歪むアルヴァの顔を、鼻歌を歌いながら階段を駆け降りる智海は見ていなかった。





「やるじゃん」
　京極は短く智海にそういった。そっけないが、顔を見れば自分のことのように喜んでいることがひと目でわかった。
「頑張ったもん」
　智海は得意げだ。なんてったって今まで返ってきたテストは全部平均点以上、数学に至っては98点とほぼ満点、普段の智海からは考えられないような好成績だ。
「これでやっと『得意科目は数学です』って胸を張って言えるな」
　京極が自分の答案をひらひらと揺らす。点数のところには95、と書いてあった。
「……キョーちゃんの苦手科目に勝ってもなぁ」
智海は不満そうに口をとがらせる。勉強しているところなんて一度も見たことがないのに、今まで京極が90点以下を取ったところを見たことがない。
「総合得点で勝てばいいんだよ。あと三教科だから、残り全部100点とればなんとかなるかもしれないぞ。」
「それ、キョーちゃんが80点台を出す前提じゃん」
　ありえないから、と一蹴すると、京極はそっちかよ、と小さくツッコミを入れた。
「そーいや、あと３時間はちょうど初日と同じ並びだな」
「なにが？」
「時間割だよ。今日テスト全部返ってくるなって話」
　時間割を見てなるほど、確かに初日のテストと同じだ。あれ？ 確か初日って……
「そーいやあんた初日すんごい体調悪そうだったけど、テストちゃんと解けた？」
　智海の顔はみるみるうちにサーッと青ざめていく。やばい、そうだ初日でしくじったから残りは頑張ったんだった。
「え、あ、うん」
「サルでも解けそうな問題もあったからさすがに赤点はないと思うけど。」
「そ、そうだね…あははは……」
　そして、その日の放課後。
「何か弁明は？」
　低い声で京極はそう尋ねた。その前には３枚の答案用紙。点数は「０　０　０」
「や、あの、その」
「徹夜で勉強した？」
「へ？」
「で、本番で体調崩してこの点数とか？」
「そ、そうそれ！」
　京極が出した案に全力で乗っかろうとする。向こうから聞くということは、その答えなら許してもらえる可能性も高いのではないだろうか。
「……嘘だな」
「うっ」
　しかし、長い付き合いで培われた二人の絆の前にはそんな取り繕いは通じない。
「……はい、嘘です」
「はぁぁ…」
　怒りを通り越して呆れが出始めたとでもいうように京極は大きなため息をついた。
「とりあえずバチャモンはあたし一人で買いに行くから」
バチャモンとは、『ヴァーチャ・モンスター』という最近発売された携帯育成ゲームで、豊富な成長パターンと赤外線通信による他のバチャモンとの交流を売りにしている。二人は夏休みの初めにそれを買いに行く約束をしていたのだ。
「え、そんな」
「そんな、じゃない」
　京極は自分の荷物をまとめて立ち上がる。
「一週間必死こいて勉強しな、あたしは先に伝説級(レジェンダリー)まで育てといてやるからさ」
「そんなぁ」
　智海が情けない声を出しているのを知ってか知らずか、京極は後ろ手を振りながら教室を後にした。
　
　



「や、でもまぁ、智海がちゃんと補修してるか心配だからな」
　誰が聞いているでもないのに京極はそうつぶやいた。今日は夏休み初日、本来なら朝から家電量販店に行ってバチャモンの筐体厳選をするはずだったが、なぜか学校の方に足が向いていた。智海が補修をまじめに受けているか心配になったのだ。決して、一人で買いに行くのが寂しかったからではない。
「ちょっと冷やかしに行くだけだし、一ん日くらいずれ込んだって育成に支障はねーし」
そんな言い訳をしながら高校に向かうと、不審者がいるのが見えた。いや、不審者というには少し幼すぎるか、中学生くらいの少女が正門前をうろうろしていた。あけっぴろけにしているんだからそのまま中に入ればいいのに、入ろうとしては踏みとどまり、また入ろうとして、を繰り返している。服装に変なところは特になかったが、どう考えてもあり得ないくらいの真ピンクの髪の毛を２つに結んでいるのがとてもよく目を引いた。
「どした？　弁当でも持ってきたのか？」
「ひうっ⁉」
　急に後ろあら話しかけられたのにひどく驚いたようで、少女は恐る恐るといった感じで京極の方に振り返ってきた。
「兄ちゃんか？　姉ちゃんか？　部活はどこだ？」
　よく見ると手ぶらだ。なんだこいつ、何しに来たんだ？　少女の方は少女の方で、突然話しかけてきた不審な女の姿を、足の先から頭のてっぺんまでまじまじと眺めているようだった。
「まぁどっちでもいいけど、開いてるんだから入ればいいじゃんか」
「ふ」
「ふ？」
「フリョウ教師……⁉」
「誰が不良教師じゃ！　不良でも教師でもねーわ！」
　京極は少女の胸ぐらをつかんで引き寄せた。その様子はどこからどう見ても不良だっただろう。さすがにやり過ぎたと感じたのか、手をパッと離すとつかんだせいでしわになっていたシャツを整えてやった。
「だ、だって変な髪の毛の色してるから……」
　少女は涙目でそういった。自分の頭を見てからそういうことを言え、と言いたくなったが
「自分の頭を見てから言えよ。」
　つい口をついて出てしまった。
「……ワタシのこの髪は地毛ですが？」
「……は？」
　何言ってんだこいつ？　と思った。今度はあきれすぎたせいか声は出なかった。





一方そのころ図書室では、智海が読書用の大きな机を占領していた。補修を受けるのは智海一人のようだった。
この高校の補修は特殊で、まず初めに落とした教科についての簡単な小テストが行われ、そこで及第点を出せれば補修は免除される。ただ、もしそこで落としてしまうと「自由解放された施設内で友人と語らいながら自主的に学力を高める」という名のさらし物にされてしまう。幸い２年は夏休み二週間目、３年は三週間目にあるので、皆は公開処刑を避けるために猛勉強をして補修を免れる。ならその前から勉強をしておけよと言いたくはなるが、この制度のおかげか今まで留年した生徒は一人もいない。
「はぁ、ちゃんと寝てればなぁ……」
　頭をゴスン、と机に打ち付ける。キョーちゃんは今頃良個体を探して電気屋を回ってるんだろうなぁ、とぼんやり考えていると、ガラッと扉の開く音が聞こえた。
「こんにちは、一条さん」
　扉から出てきたのは、冷泉先輩だった。その声に反応してガバッと顔をあげる
「え、せ、センパイ⁉」
　あわわあわわとする智海をしり目に、先輩は席について手に持っていた参考書を机に並べ始めた。
「１年生の夏休み補修なんて、今までなかったことだからね。ちょっと特殊な感じになるんだ。」
確かに初日はテストだと聞いていたのに、先輩が並べるもの中にはテスト用紙らしきものがない。
「今日一日勉強して、終わりにテストをやることになったんだよ。これは参考書、各教科の先生方が夕方ごろまでにこの参考書をもとにして君のテスト問題を作成するから、君はそれまでに――」
「いや、ちょ、ちょっとまって！」
智海は先輩の言葉を遮った。図書室に勉強しに来た…わけじゃないよね、だって今日は補修で貸し切りだし。……はっ、もしかしてセンパイも補修⁉　なわけないか、そもそもセンパイと私じゃ学年が違うし。
「セ、センパイはどうしてここに？」
「補修だよ」
「センパイが補修？」
「そう、君を教えに来たんだ。生徒が自主的に勉学に励めるように、今年度から生徒同士で教えあう形に変わってね。試験的に生徒会が教師役をしているんだ。」
　先輩が教師役。つまりそれは、今日一日中ずうっと先輩を独占できるということではないだろうか。図書室で、二人っきりで……。智海の高校初の夏休みは最悪な始まりを迎えたかに思えたが、どうも今日は最高の一日になりそうだ。





「ありがとうございましたぁー」
　日本ではなかなか見かけなさそうな形をしたキッチンカーから、気の抜けた声が背中にかかる。京極は両手に持つアイスクリームの一方を、木陰のベンチに座る少女に手渡した。
「あ、ありがどうございます」
「……」
　ぺろぺろとアイスをなめる少女を眺める。真ピンクという非現実的な髪色のせいか、それともちらちらと差し込む木漏れ日のせいなのか、その様子は一枚のスチル絵のようだった。
「で、どうしてあそこでうろうろしてたんだ？」
　ベンチのもう片側に座りながらそう尋ねると、少女は一瞬全身をこわばらせ、とてもばつの悪そうな顔をして京極を見た。
「……それは」
「誰かに用事があったから校内(なか)に入ろうとしていた。でも何か後ろめたいことがあったから入ることができなかった。違う？」
「……」
少女はしばらく視線を落としていたが、少しずつ話し始めた。ところどころ不自然にぼかされていたり要領を得ない点があったが、おおむね「自分の行動の不始末のせいである人に迷惑をかけた。お詫びしようとしたが断られてしまった。このままでは自分の気が収まらない」という内容だった。
「で、今そいつは校内にいると」
「はい、図書室で補修を受けていると思います」
　待てよ、図書室って今智海がいるところじゃなかったか？
「……そいつ、どんな見た目？」
「きれいな金髪を背中まで伸ばした人です、目は緑色。あ、でも顔立ちはアジア系です」
　そんな奇天烈な見た目をしてあの高校の図書室にいる日本人は京極の知る限り一条智海以外にいない。
「……一緒に行く？」
「へ？」
少女はきょとんとして京極を見た。
「あんたとあたし、目当ての人間がおんなじだからさ」





　智海は有頂天だった。そりゃそうだ、皆のあこがれの冷泉先輩が目の前にいて、自分のためだけに時間を割いて勉強を見てくれている。このシチュエーションを喜ばない女子などいるのだろうか⁉
「一条さん」
「……智海って呼んでくらひゃい…」
　智海は夢心地でそんなことを考えた。正直先輩が何を話しているかほとんど耳に入っていない。
「…じゃあ智海さん」
「…え⁉ ええ⁉ 声に出てた⁉ や、やば！ ……せ、センパイ、今のは忘れてください！」
「……じゃあ一条さん」
　先輩はしばらく笑いをこらえるように口を硬く結んだ後、ふぅと一息ついてそう言った。我に返った智海は顔でステーキが焼けそうなほど赤くなり、そのまま下を向いてしまった。
「一通り見た限り、うまく理解ができていないというわけでもないし、０点を取ってしまうようような不勉強さは感じられないなぁ。この調子なら、今日のテストでもまぁまぁの点数を出せるんじゃないかな」
「あ、ありがとうございます…」
「もしかして、今回は勉強する時間がなかったとか……」
「いや、実はなぜかすごい眠気に襲われちゃって、覚えた語句とかが全然出てこなかったんです。そもそも、私興味ないことを覚えるのが苦手で、友達に教えてもらったりしても結局暗記科目は赤点ぎりぎりになっちゃって……」
「なるほど」
　先輩は少し思案して、名案を思い付いたようにこう言った。
「なら、次から勉強するときは、自分の好きなものと結びつけて考えるといいんじゃないかな？　そうすれば覚えられるかもしれないよ」
「好きなもの？」
「そう、一条さんの好きなものは？」
「ふえッ⁉」
突然の質問に本日何度目であろう軽いパニックに陥る智海。ち、違う！ これはあくまで趣味とかそっちの方を聞いているのであって、ここは「先輩が好きです♡」とか言う流れではないから！ ……うん、よし、もう大丈夫！ おれは　しょうきに　もどった！ 
「…家では日がな一日ゲームばっかりしてますね、あとは漫画を読んだり。他のことはしてないかなぁ」
「……僕はあまりゲームはやらないんだけど、例えばどんなものがあるのかな？」
「例えば、ですか？」
これはとても難しい質問だ。例えば、歌ってどんなのがあるの？　と聞かれても、演歌とユーロビートでは全く違う。たいていは自分の好きだったり普段よくやるジャンルを言えばいいのだろうが、あいにくと智海はジャンル問わずいろいろとたしなんでいるため、「こんなゲームやってるよ」と断定がしづらい。
「うーん…ＦＰＳとか、アクションゲームとか」
「ＦＰＳ？」
「ファーストパーソンシューティングの略で、一人称、つまりゲームのキャラクターの視点で射的をやるんです」
「……たとえばfirst personは一条さんの言う通り一人称、という意味だ。そんなふうに、ゲームの用語と勉強するものに共通点を見出していけばいいんだよ。」
なるほど、確かに史実をもとにしたゲームのキャラの名前が歴史のテストに出てくると、普段はあいまいになりがちな漢字も間違えずに書けたりする。漫画でもかっこいい技の名前には英語が使われていたりするから、先輩の言う方法はかなり有用そうだ。
「すごい、参考にします！」
　これはいいことを聞いた！　とノートの端にメモした。自分の知らないことでも的確なアドバイスができる、先輩はやっぱりすごい。

そんな智海を物陰から眺めている影が２つあった。一人は智海の同級生である京極愛莉、もう一人は智海の家の居候であるミラ＝アルヴァネスだ。２人はアイスクリームを食べ終えた後、その足で智海の様子を見に来たのだ。
「……でも隠れる必要はないと思うんだけど」
　京極は理解できない、というように首を傾げた。
「何言ってんですか！　あんなにいいフンイキになってるのを邪魔しちゃいけないですよ！」
アルヴァは理解できない、というように京極を見上げた。そこからしばらく智海たちの様子を眺めていたが、京極が急に口を開いた。
「よかったな」
「なにがですか？」
「智海、楽しそうだから」
二人のいる位置からは智海たちの声が聞こえなかったが、楽しそうにしているのはよくわかった。
「これで気が晴れたんじゃない？ あいつにとっては怪我の功名だったわけだし。」
「うーん、でも……」
　残念ながらアルヴァは不服そうだ。京極は少し考えてから、
「よし、丁度昼時だし、飯食いに行くか。ほらこっち。」
「え、ちょ、ちょっと！」
とアルヴァの手を引いて図書室を出て行った。
「あんたなんか隠してるでしょ。あらいざらい吐いてもらうから。」
「ふえええぇぇ⁉」





　とんかつを一つ口に入れた後、京極はガツガツと白飯をかき込み始める。若干引き気味のアルヴァが壁に目をやると、とんかつ定食のところに大きく「ライスお替り自由！」と書かれた張り紙がしてあった。
「……つまり自分はタイムパトロールみたいなもんで、智海がなんかやらかしたからその尻ぬぐいに来たと。　おばちゃんおかわり！」
「はいよー」
「そうです。ほんとは秘密なんですけど、ワタシはどうも嘘が苦手のようでして。」
「何か説明できるものとか無いの？ …みなまで言わなくてもわかるでしょ、そんな話信用できるはずないって」
「でも頭ごなしには否定なさらないんですね。智海さんは『ないない、そんなのありえないっショ』って言ってましたけど」
「はいこれお冷ね」
「あ、ありがとうございます…」
「…ありえないっていう言葉はあり得るときに使うもんだ。世の中には自分のちっぽけな常識じゃはかれない事なんてごまんとあるからさ」
「アイリさんって、ほんとに15歳ですか？ なんていうか…」
「いいからほら、根拠を示せって」
「は、はいっ」
　アルヴァポケットから【時間銃】を取り出すと、自分と京極に向かって撃った。
「うぉっ」
「はい、ライスお替りおま――」
　瞬間、あらゆる音が消えた。京極が周りを見渡すと、周囲の存在がみな動きを止めてしまっていた。
「……時間、停止…？」
「いえ、正確には私たちの時間が早くなっているんです。どうです？これで信じてもらえましたか？」
アルヴァは得意げにそう話した。運命監督員としての仕事はほとんど一人だったし、収集した道具をお披露目する機会もなかったので、披露する度みんなが驚いてくれる今はアルヴァにとってとても楽しい時間だった。
「うん、信じた。それじゃ戻して」
　京極は眉一つ動かさずそう言った。内心では「すげー！ 加速装置だ！ 本物だ！」と大興奮であったが、表情に現れない以上ほぼ初対面のアルヴァにはそれを察することはできない。
「え、それだけですか⁉」
　てっきりびっくりしてくれるものだと思っていたので、アルヴァ肩透かしを食らったような気持ちになってしまった。
「驚いてほしかった？」
「いえそういうわけではないですが……」
「なら早く戻して、あたしは昼飯の続きが食べたいから。」
　ポンポンと机を平手で打つ京極の催促に、は、はいっただいま、と【時間銃】のメモリに手を伸ばすアルヴァ。その手がふいに止まった。
「…あ、弾切れ」
「ちょ」
「だ、大丈夫です！ しばらく待ってればまた動き出しますから……」
「何分後？」
　京極のドスの利いた声にビクッとして、今使った薬剤の量を確認した。
「…大体、２時間後くらいですかね」
「……」
「今すぐおうちからとってきますっ！」
　アルヴァはガタッと立ち上がると、すごい勢いで店から飛び出していった。

一方、教室に移動して昼食を食べていた智海と冷泉先輩は
「ゲームを勉強したい？」
「なんでも無知なままではだめだと思ってさ、おすすめのゲームがあったら教えてほしいな、と思って」
「おすすめ、ですか？」
「その、さっき言ってたＦＰＳとか。初心者でも出来そうなものがあれば。」
「そうですね、アクション系のゲームはちょっと初心者向けじゃないですね。初めてのゲームとしてお勧めできるのはＲＰＧとかなんですけど、本体もカセットも一から全部そろえるとなると結構かかっちゃうしなぁ。センパイの家にゲーム機かパソコンってありますか？」
「いや、悪いけど…」
「ですよね…。なら、バチャモンとかおすすめかな。あ、バチャモンっていうのは『ヴァ―チャ・モンスター』のことで…って言ってもわからないですよね。育成ゲームっていうジャンルのゲームで、ペットを自分好みに育てていくんです。で、自分の育てたペットをみんなに見せあうんですけど、この前発売された新作は赤外線で通信ができて、さらに育成の幅が広がって！　友達と買いに行く約束をしてたんですけど、結局私が補修になっちゃったせいで一人で買いに行っちゃって……」
「……」
「あ、すみません、一人でしゃべりすぎちゃいましたね……。」
　智海は今まで自分の好きなものを誰かに勧めたことはあったが、一度もうまくいかなかった。どうしても説明下手なせいで、良さを伝えきれないのだ。しかも好きなものであればあるほど話が止まらなくなって相手を聞き疲れさせてしまう。はぁ、せっかくセンパイが興味を示してくれたのに、しくじっちゃったなぁ……
「じゃあさ、よければ、なんだけど」
「？」
「その、バチャモンについてもっと教えてくれないかな？」
　だが、先輩の答えは意外なものだった。
「え、それってつまり……」
「育成？ をしてみようかなと」
　智海の顔がパアァッと明るくなった。
「そうなんですか⁉ じゃあ買いに行きませんか、明日！」
「え、いいけど、補修はどうするの？」
「今日全教科合格します」
そう言うと智海は立ち上がって胸をそらし
「人間、ご褒美があればどんなことだって頑張れるんですよ！」
と誇らしげに言った。





　京極とアルヴァが昼食を終えて図書室に戻ってくると、午前の気の抜けた顔はどこへやら、真剣な顔をした智海がペンを走らせていた。
「アイリさん、あれって……」
「さあ、わからん」
「そりゃ私たち今来たばっかですけど…」
「ぬわー、駄目だ間に合わん！」
　智海の叫びと共に、一枚の紙きれが二人のところに飛んできた。拾い上げてみると、穴あき問題が書かれていた。
「これ、予想問題か」
「一条さん、その覚え方じゃダメだ。語句を暗記するだけじゃなく、理解しないと。追試問題は基本的に教科書通りには出してくれないんだ」
　今度は会話が聞き取れてちょうど死角になっている位置を見つけられたので、二人の会話も耳に入ってきた。心なしか冷泉先輩の指導にも熱が入っているように見える。散らばっている予想問題は三教科分、ちょうど智海が落とした教科だった。
「あいつ、今日全部合格する気なのか」
「ゴウカクってどういうことです？」
「うちの補修は初日に追試が一回あって、それに合格すれば免除されるんだ。ただし、習っている範囲だけとはいえ入試問題としても通用するレベルで作り込んでくるから、合格できるヤツはまずいないけどね。しても一教科くらい」
「それは…っていうかアイリさんは今年入学したばかりの学校のことなんでそんなに詳しいんですか？ トモミさんからは聞いたことないですケド…」
「先生が言ってた。ここのＯＢらしいから」
「……ああ、トモミさんが聞いていなかっただけですか」
　アルヴァはため息をついて肩を落とした。
「初日で全教科合格できるのは補修対象じゃないメンツの中でも一握りなんじゃないか？ 過去問見せてもらったけど定期テストが手抜きに見えるくらい難しかったし。」
「ちなみに合格できなかったらどうなるんですか？」
「『この世の地獄を見る』そうだ。詳しくは知らない」
「ふえぇぇ……」
「昼の間に何があったのかは知らないが、智海はその地獄を回避したいみたいだな。大方あの男に『ボクが教えるのは今日だけサ』とでも言われたんだろうけど。」
京極は生理的に受け付けないという顔をして冷泉先輩を睨みつける。なぜかは知らないが、京極は先輩が嫌いなようだ。そして、そんな目を向けられているとは知る由もない先輩は、
「まずいな、この調子だと間に合わない……」
と頭を抱えていた。その様子に一瞬ほくそ笑んだ後、京極はアルヴァの方を向いた。
「だそうだ、どうする？」
「どうする、とは？」
「さっき使ったやつを使えば、早く動けるようになるんだろ。それで手助けになるんじゃないの？」
アルヴァは手元の【時間銃】を見つめた。さっき定食屋で効果を相殺するために、新しいカートリッジに交換してある。もちろん今ここで使うには十分な量だ。しかし……
「一条さん、出題範囲を絞ってもらえるか僕がお願いしてみるよ。君はよく頑張っているし、追試の必要もないほどよく理解もできている。最終日の追試問題はそこまで難しくないし、先生方に僕がお願いして難易度を少し下げてもらったり……」
　そう言って立ち去ろうとする先輩の腕を智海はつかんだ。
「だめです、そんなズルできません！ 私は、ちゃんと勉強できてなかったからここにいるんです。ちゃんと自分の力で、できないところは教えてもらって、今日、絶対に合格するんです。そうでなきゃダメなんです！」
「ワタシは…」
　智海は、果たして【時間銃】で時間を引き延ばすことを、よしとするだろうか。智海に迷惑をかけて、それを取り返すためにこれを使うのは、ただの自己満足なのではないか。
「やっぱ、自分の力で何とかしなきゃダメじゃん。せっかくキョーちゃんにここまでしてもらったわけだし、ズルしなくても頑張れるところを見せないと」
　そんな智海の言葉が頭をよぎった。実際智海は独力で二日目以降のテストを解いた。そして、好成績を残した。今これを使うことは、その努力に泥を塗ることになるのではないか。
「使いません。…これは、使えません。」
「じゃあどうする？ このまま智海の様子を眺めているだけで終わりか？」
　京極の問いにアルヴァは思い悩む。果たしてワタシ自身にどれだけのことができるのでしょう、道具に頼った方法しか思い浮かばないワタシに。ワタシだけの力で……
「周りを見ろ」
　京極は短く言った。ワタシの周りには……
「アイリさんが、います。でも…」
「どうせ、自分一人で智海を助けようだとか考えてたんでしょ。あたしがここにいるっての。」
「でもワタシの問題です、アイリさんを巻き込むわけには……」
　アルヴァの頭に手刀が落ちてきた。
「ひゃうっ」
「もう十分巻き込まれてるって。…さてと、あたしにどうしてほしい？」
　京極はまた感情が読み取りづらい表情を向けてきたが、アルヴァにはそれが優しく微笑んでいるように見えた。
「……たすけて、ください。助けてください、トモミさんを助けて！」
「よしきた」
　京極はその言葉を待ってましたと言わんばかりに本棚の陰から飛び出した。アルヴァにはその姿がとても頼もしく見えた。
「頑張ってるかぁ、皆の衆」
「キョーちゃん⁉」
　智海の視線の先には、高校生と呼ぶには少し枯れすぎた白髪の女が一人。京極愛莉だ。智海の親友のキョーちゃんだ。
「あたしは追試問題を解いたことがあるし、智海の弱点も心得てるつもり。力になると思うけど？」
「……ありがたい、手伝ってもらえないかな」



　その後、先輩と京極は二人体制で智海を指導。短時間の間に智海はめきめきと学力を上げて理解を深め、迎えた追試で満点に近い点数をたたき出した。このようなことは前代未聞であり、先生達も手放しで智海をほめてくれた。……さすがに追試の事実まではなかったことにしてはくれなかったが。
「いやあ、本当にすごいよ。……一条さんは努力すればできるタイプなんだから、これからは失敗しないように。」
「はいっ！ センパイ、今日はありがとうございました。…また明日！」
「…また明日、それじゃ。」
　正門前で先輩を見送った後、智海は京極の方に向き直った。
「キョーちゃん、ありがとね。…バチャモン、いいの見つかった？」
「バッカ、そんな暇あるわけないじゃん。」
「え？」
「それより、話があるやつがいるんだよ、あんたに」
「？」
　物陰から一人の少女が出てきた。桃色の髪、見間違えるはずもない、アルヴァだ。
「アルヴァ⁉ どうしたの？」
「実は…トモミさんの一日目の不調はワタシが原因だったみたいなんです！ ごめんなさい……！」
「…そうなんだ」
「ワタシは記憶がないんですが、多分【時間銃】が見つかった時に試し打ちをしたんだと思います、それがトモミさんにあたって……」
アルヴァがうつむきながらそう話すと、智海は柔らかな笑みを浮かべてアルヴァを撫でた。
「いいよ、なんとかなったし。それに、補修があったおかげで冷泉センパイとデートの約束が取り付けれたし」
「デート、ですか？」
「キョーちゃんと買いに行くはずだったバチャモン、センパイと買いに行くことになったんだ！」
「え」
「キョーちゃんもう買ったんでしょ？」
「……アイリさんとは朝から一緒でしたよ？」
「……え？」
　アルヴァの頭が後ろからグヮシッとつかまれた。大量の汗をふき出し始めるアルヴァの背後で、京極の恐ろしく冷たく低い声が聞こえる。
「なぁ、智海の赤点の原因があんたっての初耳なんだけど」
「そ、そりゃ言ってませんでしたから……」
　頭をつかんだ手に血管が浮き出るほど力がこもる。
「つまり、あんたがやらかしてなきゃ智海が補修を受けることもなかったし、あたしはバチャモン選びをやめてあんたの尻拭いをやらされた挙句もう一度買い物の約束を取り付ける前に振られたりせずに済んだってわけだ……！」
「え、キョーちゃん買わずに待っててくれたの？」
「いたいいたい！ ごめんなさいごめんなさい！」





　そんなやり取りをする三人の様子を、反対車線から見つめる一人の女がいた。
「トモミさん、ごめんなさい。でもこれは、必要なことだから……」
　三人が解散するのを見届けてから、女はブツンと明滅するようにその場から消え去った。
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